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神居古潭変成帯

1億年を越える変動帯

渡辺暉夫1)

序章一白亜紀の神居古漂帯

原岩にはジュラ系も含まれる神居古潭帯は,大き

な圧力/温度比(つまり地温勾配の小さい)のもとで

形成された高圧変成岩と,特に大きな地温勾配のも

とで海洋底変成作用を受けたオフィオライトが混合

した白亜紀の変動帯として知られてきた(第1図).

高圧変成作用の性格は,GouchiandBa㎜o(1974)

の変成あられ石の発見以来,中野(1981)･高山

(1988)･Shibakusa(1989)らの鉱物共生関係の解

析によって鮮明どたり,神居古潭帯が日本では数少

ない典型的た低温高圧変成岩を一都に含むものであ

ることが明らかにたった.

Shib疵usa(1989)は育英高校で教職に従事する

傍ら,北大で開始した神居古潭帯の研究を続け,長

年にわたってデｰタを積み重ねた.そしてそのデｰ

タをr坂野スクｰル｣のもとで解析し,神居古潭帯

の幌加内一上江丹別地域の高圧変成岩が一定の共生

関係(ロｰソン石一パンペリｰ石一藍閃石一Na-Ca輝

石一緑泥石)の拘束のもとではNa角閃石中の藍閃石

分子が変成度の上昇と共に増加する様子を見事に解

き明かした.また,ShibakusaandHirajima

(1988)は塩基性片岩中のヒスイ質輝石一石英の共生

関係から旭川北西方の江丹別峠周辺では250～

300℃,8kb(0.8Gpa)ほどの変成条件であったこと

示した.一方で海洋底変成作用を受けたオフィオラ

イトの存在は石塚(1980)･Ishizuka(1985)らの研

究によって明らかにされてきた.

年代論の研究はBike㎜aneta1.(1971)以来の研

究がいくつかあり,特に今泉･植田(1981)の研究

で白亜紀前期の変成年代が確立されているように見

えた.事実,放散虫の化石年代の進歩は変成年代を

裏付けるものであった.こうして,1980年代に,

北海道中央部の白亜紀の島弧一海溝系が復元された

(例えば,新井田･紀藤,1986;君波,1986).そ

して見事たノッカｰ地形を示す夕張岳蛇紋岩メラソ

ジ(N出agawaandToda,1987)が蝦夷前弧海盆内で

形成されたであろう様子も描きだされ,マリアナ弧

の蛇紋岩ダイアピルとの比較も可能にした.

しかしながら,岩内ナップ(Jo1iveta皿dCadet,

1984)の形成や右横ずれ運動(Jo1ivetandMiyashita,

1985)の影響,そして古くから知られていた｢日高

造山運動によって神居古潭帯が石狩炭田地域へのし

あげて夕張地域のクリッペ構造が形成された｣とい
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第3図

第1図神居古潭帯とイドソナップ帯の分布及び第2～3

図の年代測定地域.イドソナップ帯の細分は植

田ほか(1993)による.
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第2図神居古潭帯パンケポロナイ地域の東西断面に沿うK-Ar年代変化(岩崎,1993)､

う変動はどうなったのか,などの問題には解答は出

ていなかったのである.

Ki㎜ura(1986)は太平洋プレｰトの西進に伴う斜

め沈み込み帯の形成と西進する千島弧が目高変成帯

に衝突するモデルを提出した.それはKomatsuet

a1.(1983)の日高変成帯の西への衝上をも見事に説

明するものであった･この西進はハワイ海山列のホ

ットスポットの軌跡で示されるように古第三紀中頃

以降である.この運動で神居古潭帯は受動的に新第

三紀層の上にのしあげただげであろうか?神居古

潭帯は白亜紀に形成された後は北海道を語る造構運

動の舞台の隅に追いやられて,目高変成帯を中心に

繰りひろげられる衝突帯形成のエピソｰドを見守っ

ていただげなのだろうか?

私達の研究はこの点に新しい話題を投げ掛けるこ

とが出来できたようである.私達はやっと神居古潭

帯の全体像をつかみかげたように思う.本稿ではこ

の点を紹介し,今後の研究の課題とサハリンの変成

帯との比較等の重要性を指摘する.

K一加年代論の展開

1980年代も終わろうとする頃,神居古潭帯の年

代論の研究は日本の他の高圧変成帯,例えば三波川

帯･三都帯に比べて大きく遅れていた.というより,

1980年代にこの両帯の年代論が特に進んだのであ

った.私たちは岡山理科大学の板谷研究室の協力を

得て,神居古潭帯のK-Ar年代論に取りかかった.

これは偶然にも愛媛大学の榊原グルｰプと同時のス

タｰトであった･彼ら(太田･榊原)は神居古潭帯の

標式地と重要なルｰトの年代測定を中心に据え,私

1994年6月号

達(岩崎･山崎･渡辺)は泥質片岩の卓越地をまず重

点的に研究する手法を取った.結果として,渡辺

岩崎(1993)や太田ほか(1993)に紹介されている

ように100Maより若い年代値がかなり報告され

た.

かつて今泉･植田(1981)は72MaというK-Ar

年代を幌加内地方から報告したが,当時この年代だ

けが並み外れて若かったため,例外的な若返りとし

て扱われ,その意味はほとんど無視されていた.し

かし,90年代の研究はこの若い年代を再び注目さ

せた､太田ほか(1993)は石狩川沿いの東から西へ

年代カミ順次100Maから60Maまで若くなると述べ

た.私達は神居古潭峡谷南部のパンケポロナイ川流

域に卓越する泥質片岩全体が50-70Maと神居古潭

帯の中でももっとも若いユニットであることを強調

した(第2図).この若いK-Ar年代は最近Ar-Ar

法によっても裏付けられた(滝上,私信).パンケポ

ロナイ川流域はMaekawa(1986)の研究によって

高圧変成作用の特徴が認められなかった地域であ

る.岩崎(1993)の研究では中正の変成作用に近い

と思われる白色雲母の組成･XRDのデｰタが出て

いるが詳細は省略する.

岩崎はこの若い年代値を求めて,神居古潭帯の南

都一かつてWatanabe(1981)によって前期白亜紀

の放散虫が報告された新冠川中流域一へと研究地域

を広げた･彼はさらに植田勇人･川村信人の趨力を

得て蝦夷層群の向斜を越えてイドソナップ帯へと研

究地域を広げた｡その結果,中部神居古潭帯の若い

ユニットと同じ年代の地質体は南部にもそしてイド

ソナップ帯にもあり(第3図),スラストシｰトの

ような形でイドソナップ帯へ続いているとの見通し�
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第3図神居古潭帯南部及びイドソナップ帯南部の東西断面に沿う白雲母のK-Ar年代変化(岩崎,1993).イ

ドソナップ帯の細分は植田ほか(1993)による.SQ-1～3は西から順に断層で境されたP-T㎜itを指す.

SH:静内川,MT:元浦川,HB:目高幌別川,NK:新冠川

を得たのである(第4図).イドソナップ帯の構造

と年代値は東に若くなり,そして断層で古い地質体

に接するということを繰り返す一これは西進して来

た日高一根室ブロックの衝突過程を記録していると

思われるのである.イドソナップ帯の年代論の詳し

い解析は岩崎らによって行われるのでここでは詳し

く触れないこととする.

ごうして,神居古潭帯の若い年代を示す地帯は東

進する白亜紀一古第三紀の付加体の成長と共に形成

されたと考えられるにいたったのである.かつて坂

野･羽田野(1963)が幌加内の神居古潭帯のさらに

東にNa角閃石が出現することを報告したが,神居

古潭帯が白亜紀付加帯の一部であれば,むしろこの

ようなNa角閃石が出現は当然でもあった.

黒雲母を含む変成岩

パンケポロナイ川の北のオロエソ川で,山崎は蛇

紋岩中から黒雲母を含む緑色岩の発見に成功した.

発見に成功したとは妙な表現だが,黒雲母を含む岩

石があるはずだったが正確な産地がわからなかった

という事情があるのでこう表現した.実はもう20

年も前になってしまうが,チリから北大の勝井先生

の所へ留学していたF.Heαeがオロエソ川を調査

中,偶然に黒雲母含有緑色岩を発見していた.当

時,調査には私と新井田が同行していた.沢から逃

げて林道へ出ようとして蛇紋岩ゾｰン中の薮を漕い

ているときに偶然見つけたのがこの露頭である.

HeIve(1975)はEMPA分析値を北大紀要に報告

したが,この黒雲母の持つ意味を実は解読してはい

神居古溝帯
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第4図神居古潭帯南部及びイドソナップ帯南都の模式的東西断面.
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第5図石英C軸ファブリックパタｰン(小俣,1991)1

左藍閃石の方位の分散する石英片岩.右緑色片岩に挟まれた珪質片岩･

なかった.三波川帯を例にとると,これはもっとも

高温の変成作用を示す可能性もあった.

しかし,山崎の再発見した蛇紋岩中の緑色片岩小

岩塊に見られる黒雲母はこの空想をものの見事に砕

いてしまった.実はこの黒雲母はTiの含有量は少

なく,Mgに富み,鏡下では緑色で低温で生成され

た雲母であることを暗示していた(山崎,1992).

この共生関係を調べるとバンベリｰ石と共生してい

ることがわかった.この岩石にはチタン質の単斜輝

石が残っていてこの点でも高変成度の岩石とは思わ

れなかった.黒雲母一バンベリｰ石の共生関係は丹

沢山地のような低圧型の変成岩に知られていたので

ある(Sekieta1.,1969).この岩石は50Ma前後と

若いことも解った.

こうして神居古潭帯の岩石は幌加内地方の145

Maの藍閃石片岩類に始まり,50Maまでの岩石を

含み,しかも若いほど圧力条件は低くなるらしいこ

とが明らかになってきた.今やどこの広域変成帯で

もそうであるが,神居古潭帯の変動も白亜紀のある

時期のエピソｰドだけでは語りきれないのである.

な普変成圧力が低くなるかは海嶺の通過や斜め沈み

込み帯の角度だといろいろな可能性があるが今ここ

では深入りしたいことにしよう.また,神居古潭の

形成史は50Maで終わるわけではたいが,その前

に古い“変成年代"を示す幌加内一上江丹別地域の

藍閃石片岩のことにふれてみよう.

藍閃石片岩は何を語るか

幌加内地方の藍閃石片岩は昔から成剛こついての

論争が絶えない.Shibakusa(1989)は変成度の漸

移的変化を鉱物共生関係から解きあかしたが,これ

は連続的に変成度が上昇する様子をフィｰルドで追

い掛けられるというわけではない.鉱物の組成変化

では追求できない構造的ギャップがあるかどうかは

別に検討されるべきことである.構造の研究は独自

のフィｰルド調査を基礎に解きあかさたげればなら

ないのである.フィｰルド調査によれば,粗粒な藍

閃石片岩類は実はブロックである可能性が高い.残

念ながら露頭の悪さが問題の解決を遅らせている

が,ここでは小俣(1990)による研究を紹介しよう.

小俣はShibakusaandHirajima(1988)が変成圧

力8キロバｰルと見積もった岩石の産地の400メｰ

トル上流で,塩基性片岩中にヒスイ輝石成分がさほ

ど多くないNa一輝石が石英と共存していることを

発見した.この形成圧力は4-5キロバｰルと推定

されるから,両者の圧力差は3-4キ回バｰルにな

る.こんな近い距離での大きな圧力差は変成時の連

続的岩相では生じたいと小俣は考えた.Shib砥usa

andHirajima(1988)の記載した高圧の変成岩がブ

ロックであると考えれば問題は解決する.

また,江丹別峠の藍閃石片岩は藍閃石の示す線構

造が分散しているものカミある一方で,見事に一方向

1994年6月号�
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に角閃石が配列しているものもある.この2種の

岩石が同じ条件では出来るはずがないから藍閃石片

岩の形成には低温で高圧という以上の何かを語らた

けれぼならない一私の記憶に間違いがなければ,

これはかって北大の舟橋先生が大学院当時の柴草に

与えたテｰマであった.この問題に関係させて小俣

は藍閃石の方位の分散する石英片岩と緑色片岩に挟

まれた珪質片岩の石英のC軸の方位を測定した｡

前者のC軸ファブリックスはpureshearcompo-

nentに卓越し,後者はsimp1eshearco㎜ponentが

卓越することが明らかとなった(第5図).つまり,

ここで問題にした藍閃石片岩は圧縮変形が優勢で,

緑色片岩は勇断変形が優勢であったらしい.したが

って,これらを連続する変成岩として扱うには変形

場の急変を考えないかぎり問題が多いのである｡こ

うした状況証拠から,私は粗粒た藍閃石片岩類はや

はりブロックであろうと考えている.

目高変成帯の衝突

こうして,高圧変成岩のブ目ックから若い低圧の

ブロックまで存在する神居古潭帯は白亜紀から古第

三紀にかけて付加体深部の上昇過程を解きあかすう

えで重要な地帯であると理解されるようになってき

た.そしてさらに,神居古潭帯形成のドラマの終章

には日高変成帯との衝突が待っていた.Fujiwara

eta1.(1993)の古地磁気学の研究は西進する千島弧

の衝突･回転が神居古潭帯の若いK一出年代より

もさらに若い35-40Maであることを示した.この

時神居古潭帯自身はK-Ar年代が示すように白雲

母の閉止温度から判断して,350℃くらいよりは温

度の低い,浅い地点まで上昇していたであろう.神

居古潭帯に連続するイドソナップ帯の一部は丁度こ

の頃ユニットを分ける数本の断層沿いに上昇してき

たようである.また第3図が示すようにイドソナ

ップ帯の東縁はさらに若い中新世の年代を示し,日

高変成帯側のK-Ar年代もこれに調和的に15-20

Maほどである(虹itaeta1.,1993).

これまで中新世の年代は衝突する目高変成帯の上

昇年代と考えられてきた.しかし,最近のU-Pb

年代学(Kimbroughらによる)によれば,日高変成

帯の下都トｰナライトの一部は中新世の火成活動に

よるものである(渡辺ほか,1994).この活動的た

日高変成帯の影響で神居古潭帯周辺も連動して変形

し,新第三紀層と接するにいたったのであろう.東

からの圧縮は浅部に上昇していた神居古潭帯に直接

作用し,神居古潭帯は西側へ圧縮されながらさらに

上昇したのであろう.これが夕張炭田のクリッペ形

成に関係し,神居古潭帯内部のスラストシｰト様の

構造を明瞭にしたのであろうと思われる.この予測

を実証し,より正確な構造運動の実像を描くにはフ

ィッショントラック法だとの別の年代論の導入が必

要である.

おわりに

かつて日高造山運動論のなかで展開されていた日

高変成帯と神居古潭帯の連動の実態は日高変成帯の

神居古潭側への衝突から始まる事件,言ってみれば

神居古潭帯形成ドラマの終章をとらえていたのであ

る.両者はr対の変成帯｣とも考えられた.しかし,

1970年代以降の新しい研究はとりあえず終章の筋

書きを改訂し,神居古潭帯と日高変成帯は時代の違

った変成帯であることを明らかにした.1980年代

に完成を見た白亜紀の島弧一海溝系のモデルはドラ

マの幕開けを描いたものであった.そして終章はも

っぱら日高変成帯中心に繰り広げられた全く別の物

語と理解されがちであった.しかし,今やっと私達

はこの間をつたぐ変動史を克明に描く仕事にかかわ

ることカミ出来始めたようである.

ドラマの全貌は神居古潭帯だけの追跡では済また

いはずである.フレｰト境界の変動を描ききるため

には少なくとも近接するサハリンの変成帯との関係

や三波川帯との関係だとが検討されねばならない.

次の合地論文にもあるように,最近の年代論はこの

ことを鮮明にさせてきた.
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